









Transition in the Number of Wisdom Teeth of Matsumoto Dental 
College Undergraduate Clinic Students Part III
MASAO TAKAGI YUKO KOITABASHI HIROAKI HATAKEYAMA
MORIICHI SAKAKIBARA SHOKI MATSUI NAOHIKO KAWATA
ATSUSHI ICHINOSAWA KOJI SHIBUI YOSHIHIKO ITO
KIYOAKI KAWAKAMI KENJI YANAGIHARA YOSHlYUKI AOKI
KEN HAGIWARA KEI KAKAZU TOURU NAKAMURA KEN FUJITA
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器 罪 弔 誌 器 牢 十 許 弔 ポ ％ 斗 半 十 十 十 合計
器 404 5 1 3 6 1 2 1 2 2 1 1280
舘 6 1 1 1 9
弔 8 1 1 3 13
洗 3 2 1 1 1 8
器 10 2 1 1 1 15
半 13 4 3 3 23
ホ 11 1 2 1024
肝 7 2 9
弔 3 1 4
糸 2 1 3
告 6 1 1 8
斗 5 5 10
干 7 3 10
ナ 5 3 8
十 103 13
十 4040












萌出 半埋 完埋 萌出 半埋 完埋 萌出 半埋 完埋
合計
凶 92 8 19 O 0 1 14 4 23161
2318721 34 0 0 2 8 44小計319
巨 95 13 15 0 O 1 9 4 21 158
司 4847 48 O 1 O 1 4 7 156
969991 O 2 0 4 1215小計319
巨 48 5243 0 1 0 3 8 8 163
































yび水平 垂直 遠心傾斜 頬舌傾斜 合計9 4 130 8 19 161256 437 13 小計319P 3 126 5 24 158
司 67 82 1 6 156
1 12142164 小計319
◎ 75 82 O 6 163
合計 14942014 55 638
上 12592264 65 11731』
㈹v 下 599 63934 271299
表5：保存補綴的処置
冠，支台 3 4 7
金属充填 8 10 18
金属充填 12 13 25




























010 010 000 000 03014 01714
萌　　　　出
1 1 O O 44 31
計 2 3 5 5 24 34
萌　　　　出
半　　埋　　伏
020 030 050 050 4200 3301
完　全　埋　伏
合　　　計 7 10 133















161158 4431 117 127
156163 2939 121124
638 143 495
習中に143歯が抜歯され，実習終了時には495歯を
数える結果を知ったものである．1・II報とくら
べてみると，消炎処置（＋）と抜歯（一）一計26歯，
消炎処置（＋）と抜歯（一）一計37歯，消炎処置（一）
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と抜歯（＋）一計433歯で圧倒的に多く，今回も同様
の傾向を示すものであった．
考察及び要約
　智歯に関する調査，研究は，多くの人により報
告されている．萌出空隙の狭少化に伴い，智歯難
生が多く，それゆえ，萌出存在状態については，
傾斜角度，埋伏，半埋伏など多くが述べられてい
る，このように，種々の様相，解剖学的条件によ
り，智歯が広範性顎炎，周囲炎を惹起しやすいこ
とは，金森3）が顎炎中智歯が最も多いと述べ，徳
植4）は，X線撮影を要した疾患中，智歯が最多数で
あったと述べている．上記の報告によっても智歯
は，周囲炎をはじめ種々の障害を誘発することは
明らかであろう．
　また，萌出状態に関して，尾崎5）は，上下顎を16
分類し，器のごとく全部萌出あるいは，十の
ごとく全部口腔内に存在しないものが最も多く，
％または「σド≧のごとく対角線的な智歯萌出群は
最も低いとし，その間にき引一または，一陪のごと
く，片側に2歯萌出しているものも比較的少ない
と報告している．さらに，その萌出植立状態に関
しては，下顎を中心に述べているものが多くあり，
松島・角田6）（1950）藤本・高山7｝（1958）河本8）ら
（1962）柳沢9｝（1970）飯島10）（1979）などがあげ
られる．この中で萌出角度に関するものは，松島・
角田，佐藤，河本らが報告しているが，いずれも
下顎のみで，上顎まで含まれていない．これは計
測にデンタルを利用しているので，上顎の撮影の
困難性が関係し，そのために少ないものと推察さ
れる．
　我々は，オルソパントモを中心に，デソタルを
補助にして，調査しているため上下顎の両方が計
測でき，同時に多数の情報を入手することができ
た訳である．その利用方法は，今後さらに広がる
ものと考えられる．しかし従来の調査研究は，い
ずれにしても1時点のものである．智歯がどのよ
うに活用され，存在しているか，どのような処置
にて保存されているか，またどのような経過を
もって喪失しているものかを経時的に調査するた
め，臨床実習学生の1年間の智歯の推移を，歯科
大学生という特性が含まれてはいるが調査してき
た．
　我々は，すでに1・II報を発表し，　III報も（昭
和60年6月第23回日本口腔科学会，北日本地方会）
講演してきたが，その結果は，ほとんど同様なも
のであった．ここに1・II・III報の特徴を，合計
をもって列記してみると，
　①対象学生の年令分布は，♂1131名，♀156名，
智歯3110歯で，約90．6％が22－25才に分布してい
る．
　②部位別智歯の存在は，レ線上で号号のごと
く全部あるもの407例，十のごとく全部ないもの
174例と多く，％，培計29例，一許一，一陪計44
例と少なかった．
　③根の完成と未完成は，・上下顎合わせてみる
と萌出歯の根完成対未完成は，1550歯対79歯，完
全埋伏歯では，593歯対，192歯で明らかに萌出歯
に根完成が多いことを知った．
　④部位別智歯の傾斜に関して，上下顎の近心
傾斜及び水平と垂直を比較すると，上顎では，垂
直が圧倒的に多く，下顎でも垂直がやや多い傾向
がみられた．
　⑤智歯の活用状態は，修復対象としてあまり
利用されていない．
　⑥外科的処置をうけた646歯は，
　　　　消炎処置（十）と抜歯（一）33歯
　　　　消炎処置（十）と抜歯（十）47歯
　　　　消炎処置（一）と抜歯（十）566歯
　調査対象である歯科大学生22－25才時の口腔内
状態は，ここに発表した如くである．そして，一
般患者においても智歯の保存活用状態，外科的処
置による喪失は，同様の傾向をみせるものと考え
ている．最も萌出時期が遅く，理論的には高年令
層まで存在し得る智歯ではあるが，萌出不全によ
る咬合異常と周囲炎，並びに咬合面形態の複雑さ
からくる鯖蝕発生などに起因しての顎炎も多く，
抜歯を余儀なくされることも多い．しかし，病的
症状のない智歯，治療可能で保存できる歯牙まで
を，不要視する傾向には疑問を呈さざるをえない．
より積極的に処置し，支台，レスト対称歯として
活用，または歯牙移植などに利用されてしかるべ
きと考えているものである．
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